
カルシウム、カリなど不足し馬鈴しょ収量低迷

現地入手可能な資材用い、土壌生産性上げる実証試験

園
馬
鈴
し
ょ
消
費
量
は

園
日
本
し
の
ぎ
世
界
第

7
位

以
前
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と

共
に
キ
ャ

ッ
サ
パ
が
広
く
栽
培

さ
れ
て
い
た
。
近
年
は
馬
鈴

し
ょ
の
消
費
量
が
著
し
く
伸
び

て
お
り
、
現
在
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
に
次
ぐ
カ
ロ
リ
ー
源
と
な
っ

て
い
る
。
同
国
の
人
口
l
人
当

た
り
の
馬
鈴
し
ょ
消
費
量
は
世

界
第
7
位
で
あ
り
、
日
本
や
ア

メ
リ
カ
よ
り
は
る
か
に
多
い
。

調
理
法
は
実
に
シ
ン
プ
ル
。

レ
ン
ガ
で
つ
く
っ
た
窯
の
上
に

鉄
板
を
載
せ
、
ま
き
や
炭
で
加

熱
し
た
油
で
揚
げ
る
（
写
真

2
）
。
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
イ
ド
ポ

テ
ト
だ
が
現
地
で
は
チ
プ
シ
！

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
村
や
市
場

筆
者
は

2
0
0
9
年
6
月
に

国
際
協
力
機
構
（

J
I
C
A
）

の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
で
マ

ラ
ウ
イ
共
和
国
を
訪
れ
て
以

来
、
こ
れ
ま
で
叩
回
以
上
調
査

や
視
察
を
重
ね
て
き
た
。

M
H

年

目
月
か
ら
は
、
同
国
の
馬
鈴

し
ょ
産
地
の
栽
培
技
術
に
係
る

研
究
や
普
及
活
動
を
行
っ
て
い

る
。マ

ラ
ウ
イ
は
ア
フ
リ
カ
大
陸

の
南
東
部
に
位
置
し
、
南
北
に

細
長
い
内
陸
国
で
あ
る
。
グ

レ
ー
ト
リ
フ
ト
バ
レ
！
と
呼
ば

れ
る
大
地
の
裂
け
目
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
世
界
遺
産
に
選
定
さ

れ
た
マ
ラ
ウ
イ
湖
が
東
側
に
広

が
り
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ザ
ン
ピ

ア
、
モ
ザ
ン
ピ

l
ク
に
固
ま
れ

て
い
る
。
面
積
は
北
海
道
と
九

に
チ
プ
シ

l
屋
が
軒
を
並
べ
て

い
る
。
小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

揚
げ
立
て
の
ポ
テ
ト
と
、
キ
ャ

ベ
ツ
や
た
ま
ね
ぎ
を
刻
ん
だ
サ

ラ
ダ
を
入
れ
、
塩
と
油
を
か
け

た
も
の
が

1
0
0
M
K
（
マ
ラ

ウ
イ
・
ク
ワ

ッ
チ
ヤ
）
、
日
本

円
に
し
て
約
加
円
で
売
ら
れ
て

い
る
。
毎
年
チ
プ
シ
l
屋
は
ど

ん
ど
ん
増
え
て
お
り
、
現
地
調

査
の
昼
食
も
も
っ
ぱ
ら
チ
プ

シ
ー
で
あ
る
。

園
現
地
で
使
わ
れ
る
肥
料
は

園
窒
素
と
リ
ン
の
み
含
有

気
候
は
基
本
的
に
熱
帯
に
属

し、

5
1
m月
が
乾
季
で
そ
れ

以
外
が
雨
季
で
あ
る
。
か
ん
が

い
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な

い
た
め
、
作
物
栽
培
は
雨
季
の

市場や村のフライドポテト店写真2

州
を
合
わ
せ
た
面
積
と
同
程
度

の
約
日
・

8
万
平
方
J
M
で、

人
口
は

1
6
4
0
万
人
と
人
口

密
度
は
か
な
り
高
い
。

園
世
界
最
貧
困
の
一
つ

園
低
い
農
業
生
産
性

マ
ラ
ウ
イ
の
主
要
産
業
は
農

業
で
あ
り
、
国
民
の
別
%
以
上

が
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
国
土
の
約
加
%
を
マ
ラ

ウ
イ
湖
が
占
め
、
高
原
や
山
地

が
多
い
た
め
、
農
業
に
利
用
で

き
る
陸
地
面
積
は
限
ら
れ
て
い

る
。
小
さ
な
農
地
面
積
に
多
く

の
人
口
を
抱
え
、
常
に
食
料
不

足
や
貧
困
の
危
機
に
面
し
て
い

る
。
岡
田
は
世
界
最
貧
困
の
一

つ
で
あ
り
、
日
年
の

1
人
当
た

り
国
民
所
得
は

2
5
0
ド

ル
で、

世
界
最
下
位
で
あ
る
。

農
業
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
含

む
穀
物
や
野
菜
の
自
給
を
目
的

日
i
3
月
に
行
う
。
気
温
は
標

高
に
よ

っ
て
大
き
く
異
な
り
、

冷
涼
な
気
候
を
好
む
馬
鈴
し
ょ

の
生
産
は
、
標
高
が
高
く
気
温

の
低
い
地
域
に
限
ら
れ
る
。
そ

の
代
表
的
な
地
域
が
、
同
国
中

部
の
高
地
に
あ
る
デ
ッ
ザ
県
で

あ
る
。
デ
ッ
ザ
県
は
首
都
リ
ロ

ン
グ
ウ
ェ
か
ら
車
で
南
へ

1
時

間
半
ほ
ど
の
距
離
に
あ
り
、
標

高
は

1
5
0
0
M
以
上
。
土
壌

学
的
に
は
、
風
化
が
進
ん
だ
赤

色
の
酸
性
土
壌
が
広
く
分
布
し

て
お
り
、
肥
ょ
く
で
は
な
い

（
写
真
3
）。

リ
凶
年
叩
月
に
現
地
を
訪
れ
、

ベ
ン
ベ
ケ
農
業
試
験
地
で
土
壌

断
面
調
査
を
行
い
、
馬
鈴
し
ょ

栽
培
を
行
っ
て
い
る
村
を
視
察

し
た
。
現
地
で
は
「
バ
イ
オ

レ
ッ
ト
」
と
い
う
品
種

が
主
に
生
産
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
生
産
性
は

叩
バ
当
た
り
2
ト

ン未
満

と
低
い
。
塊
茎
が
全
体

的
に
小
さ
く
、
種
イ
モ

の
再
利
用
や
病
害
虫
発

生
に
よ
る
被
害
も
多
く

見
受
け
ら
れ
た
。

土
壌
診
断
を
行
っ
た

結
果
、
交
換
性
カ
ル
シ

ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ

写真3 赤色の酸性土壌が分布するデッザ
県の圃場

と
す
る
小
規
模
農
業
と
、
タ
バ

コ
や
茶
な
ど
の
輸
出
品
を
生
産

す
る
大
規
模
農
業
に
分
け
ら
れ

る
。
大
部
分
を
占
め
る
小
規
模

農
業
の
生
産
性
が
低
く
か
っ
不

安
定
な
こ
と
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

園
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
量
で

園
飛
躍
的
向
上
を
証
明

主
食
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
現

地
語
で
「
チ
マ
ン
ガ
」
）
で
あ

り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
取
り

出
し
た
で
ん
粉
を
熱
湯
で
練
り

な
が
ら
ゆ
で
上
げ
た

「シ
マ
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
を
食
べ
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
い
た
る
所
で

栽
培
さ
れ
て
お
り
、
同
国
の
食

料
自
給
に
と
っ
て
重
要
な
作
物

で
あ
る
。

帯
広
畜
産
大
学
が

ωー
ロ
年

に
行
っ
た

J
I
C
A
の
草
の
根

技
術
協
力
事
業
で
は
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
生
産
性
を
上
げ
る

た
め
に
土
壌
調
査
や
土
壌
診

断
を
行
い
、
現
地
の
土
壌
を

改
良
す
る
た
め
に
牛
糞
堆
肥

と
化
学
肥
料
を
組
み
合
わ
せ

た
肥
培
管
理
法
を
提
案
し
、

普
及
の
た
め
の
展
示
圃
場
を

設
置
し
た

（写
真

1
）
。
同

国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
平
均
収

たに まさゆき

1995年筑波大学大学院農

学研究科修了。 博士（農

学）取得。同年帯広畜産

大学畜産学部助手、 2003
年同大助教授、 15年 4月
から現職。47歳。大阪市
出身。

量
が
日
川
当
た
り
2
0
0キ
ロ

Jd
フ

未
満
な
の
に
対
し
、
協
力
農
家

の
圃
場
や
展
示
圃
場
で
わ
れ
わ

れ
が
実
施
し
た
栽
培
試
験
で
は

5
0
0
J

4、
圃
場
に
よ
っ
て

は
8
0
0
J

4以
上
が
可
能
で

あ
り
、
適
切
な
肥
培
管
理
を
行

う
こ
と
が
収
量
向
上
に
重
要
で

あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
農
業
省

や
生
産
者
に
普
及
さ
せ
て
き

た
。こ

の
事
業
以
降
、
現
在
も
調

査
や
研
究
を
地
道
に
重
ね
て
き

て
お
り
、
貯
穀
害
虫
に
よ
る
被

害
（
ポ
ス
ト
ハ

l
ベ
ス
ト
ロ

ス
）
軽
減
、
在
来
種
の
遺
伝
資

源
評
価
と
活
用
な
ど
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

ム
、
カ
リ
ウ
ム
が
少
な

く
、
有
効
態
リ
ン
酸
は
多

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し

か
し
現
地
で
は
窒
素
と
リ

ン
の
み
を
含
む
肥
料
が
使

わ
れ
て
お
り
、
土
壌
生
産

性
の
低
き
が
低
収
量
の
原

因
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

園
野
草
や
落
葉
燃
や
し
炭
化

園
草
木
灰
で
カ
リ
補
給

現
地
の
一
部
地
域
で
は
、
草

木
灰
を
使
っ
た
カ
リ
ウ
ム
施
用

が
行
わ
れ
て
い
た
。
畝
に
野
草

や
落
葉
を
か
ぶ
せ
た
上
で
、
火

を
付
け
て
炭
化
さ
せ
、
そ
れ
を

作
土
に
混
ぜ
る
方
法
で
あ
る
。

ま
た
日
年
5
月
の
調
査
で
は
、

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
と
炭
酸
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
を
含
む
鉱
石
ド
ロ
マ

イ
ト
や
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含

む
石
こ
う
も
現
地
で
入
手
で
き

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

日
年
目
月
に
は
、
同
地
域
お

カ
所
の
村
を
訪
問
し
、
土
壌
診

断
の
た
め
の
試
料
を
採
取
す
る

と
と
も
に
、
農
家
や
普
及
員
か

ら
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
雨
の

降
ら
な
い
乾
季
に
は
、
地
下
水

が
く
め
る
村
の
低
い
所
（
現
地

で
は
デ
イ
ン
パ
と
呼
ぶ
）
を

使
っ
て
、
小
さ
な
面
積
な
が
ら

馬
鈴
し
ょ
を
栽
培
し
て
い
る

（
写
真
4
）。
全
て
手
作
業
で
管

理
や
収
穫
を
行
い
、
畑
か
ら
の

塊
茎
の
運
搬
も
人
力
で
あ
る
。

雨
が
降
り
始
め
る
日
月
末
に

は
、
一
斉
に
種
イ
モ
の
播
種
が

行
わ
れ
、

3
月
上
旬
に
は
収
穫

を
迎
え
る
。

わ
れ
わ
れ
は
前
述
の
草
木
灰

や
ド
ロ
マ
イ
ト
な
ど
を
用
い
、

土
壌
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
馬
鈴
し
ょ
の
収
量
や
品
質

に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
与
え
る

か
を
実
証
す
る
た
め
の
試
験
栽

培
圃
場
を
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。
来
年
3
月
に
収
量
調
査
を

現
地
で
行
い
、
現
地
で
入
手
可

能
な
資
源
や
資
材
を
活
用
し

た
、
高
収
量
・
高
品
質
生
産
の

可
能
性
を
見
い
だ
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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写真 4 地下水がくめる場所で乾季に行わ
れる馬鈴しょ生産


